
災害時の生活支援
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区　分 選択 1 単位
授業回数 8 回 授業

形態 演習 学年 2 年 開講期 通年
授業時間数 16 時間

教員との連絡方法
質問等の受付方法 連絡方法、質問の受付方法は、Google　classroom「災害時の生活支援」に提示する

専門的
学習成果

① 災害からいのちを守るための知識や災害時、避難所生活時に役立つ基礎的知識および技術が身につく。

② 防災や災害時の要援護者への支援をするうえで必要な基礎的知識や支援技術が身につく。

③ サスティナブルな防災を意識し、自分にできることを積極的に行動するために思考力し、行動力が身につく。

④ 社会や地域との関わりを実感し、災害発生時に他者と助け合い、協力して解決策に取り組むコミュニケーション力や協
働する力が身につく。

汎用的
学習成果

（1） 災害からいのちを守る知識や技術を習得し、有事の際に活用できる。（専門的学習成果①～④に関連）

（2） 防災や災害時の要援護者への支援に関する学習を通して、有事の際に活用できる。（専門的学習成果①～④に関連）

（3） コミュニケーション能力、協働力、思考力、行動力を持って、地域社会に貢献できる。（専門的学習成果①～④に関連）

授業概要

被災した要援護者（高齢者・障害のある方、子どもなど）への支援に加え、避難所生活に焦点をあてて、避難者の不安を軽減
し、不自由な生活から要援護者守るために誰もが知っておきたい基礎知識や支援技術について学びます。避難生活と体調管理

（食事、トイレ、睡眠）、災害時の食事、精神的サポートについて、グループワークの実施や避難所を想定し、実践的に役立つ
知識や技術が習得できることを目指します。また、授業内容により、行政・関係団体等との協働で行う場合もあります。また

「防災の基礎理論」と連動的に進めていきます。テキストを用いず、適宜資料を配布したり PP 等を用いますので、各自配布
資料の整理（ファイリング）を確実に行うようにしてください。

評価方法
基準等

学習成果 種別 割合（%） 評価方法・基準

専門的
学習成果

定期試験

レポート 70 授業内容の確認のための小課題を課す。提出状況（内容・期限厳守等）から総合的に評
価し成績を決定する。

平常点 30 授業に臨む態度（積極性・協調性）・関心・意欲について評価する。

汎用的
学習成果

（1）は専門的学習成果①～④にて評価を行う。
（2）は専門的学習成果①～④にて評価を行う。
（3）は専門的学習成果①～④にて評価を行う。

テキスト
等

著者・編集者名 書名 出版社名

特に指定しない。必要に応じて適宜、資料を配布する。

参考書
参考文献

著者・編集者名 書名 出版社名

防災イツモプロジェク
ト（編集） 『防災イツモマニュアル』 ポプラ文庫

永田宏和・石井美恵子 『新しい防災のきほん辞典』 朝日新聞出版

國井 修（編集）, 尾島 
俊之（編集）, 石井 美
恵子（編集）

『みんなで取り組む 災害時の保健・医療・福祉活動』 南山堂

長谷川洋昭（著 , 編集）『社会福祉・医療従事者のための災害福祉論』 学文社

①準備学習等履修上の留意点
②�課題に対するフィードバックの方

法等

①自身が経験した災害体験を振り返りながら、災害弱者のことを想像して授業に臨んでください。
また、課題テーマに関して、事前に配布資料などがある場合は、書籍、メディア、インターネット
などで情報を収集し、関連する知識を得ておく。事後は、授業終了後の振り返りシートを確実に仕
上げること。配布資料の整理（ファイリング）を確実に行うこと。②行政・関係団体等との都合か
ら授業計画が変更になる場合があります。
③レポートは返却し、コメントを付記または授業内で解説を行う。

授業計画 学習成果の評価

1 回

授業内容 ガイダンス／災害への備え 振り返りシート・課題レポートの
提出学習成果 本科目て扱う内容を理解できる。家の安全、非常用持ち出し品について説明できる。

予習復習
の 内 容 配布資料の復習、自身の家庭での防災用品の確認

2 ・
3 回

授業内容 要配慮者への支援（移動等）・ペット支援 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 要配慮者を支援するための基本的な技術を身につける。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

4 ・
5 回

授業内容 災害時の食事 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 災害時の調理や食事、衛生面について説明および調理ができる。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

6 ・
7 回

授業内容 トイレの確保・保管 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 トイレの衛生的確保・管理の方法について説明と設置ができる。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

8 ・
9 回

授業内容 就寝場所の確保・管理 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 就寝場所の確保・管理について説明と設置ができる。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

10・
11回

授業内容 応急手当 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 止血や骨折、火傷、熱中症等の応急手当のスキルを身につける。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

12・
13回

授業内容 救急救命の実技講習 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 心肺蘇生・AED 操法を使った救命救急が身につく。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

14回

授業内容 被災した人の心身のケア ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 支援時の心構え、リラクゼーションの方法が身につく。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。

15回

授業内容 防災×工作 ワークシート、振り返りシートの
提出学習成果 身近にあるもので代用品を作ることができる。

予習復習
の 内 容 書籍、メディア、インターネットなどで情報を収集し、関連する知識を得ておく。
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